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□研究結果の概要 

【①研究プロジェクトの概要、特色】 
本研究は、従来の排ガス浄化触媒材料として使われているセリアージルコニア（CeO2-ZrO2）複合酸

化物の格子内に、酸化物イオンの拡散を促進させる成分を原子レベルで組み込むことによって、これま

でに開発された材料よりも、低い温度で触媒機能を発現するような新しい複合酸化物材料を新たに開発

することを目指したものである。さらに、得られた新規な複合酸化物の構造や、物理的・化学的性質な

どの基礎物性を明らかにし、ガソリン自動車・２輪車、およびディーゼル自動車に搭載されている排ガ

ス浄化触媒への応用を目的としている。 
【②研究の成果】 
 セリアージルコニア複合酸化物に、活性化を促す成分として酸化ビスマス（Bi2O3）を原子レベルで複

合化させることにより、触媒が機能する温度を従来に比べて約 300°C低下させ、さらに排ガス浄化反応
を促進する活性酸素の貯蔵量も 2倍以上に引き上げることに成功した。また、ディーゼル車から排出さ
れる黒煙（パティキュレート）の燃焼温度を評価し、従来触媒よりも約 100℃低温で完全除去できるこ
とを明らかにした。また、粉末Ｘ線回折やラマン分光測定等により精密分析を行い、これらの特性向上

が複合酸化物の構造変化に起因することを明らかにした。 

【③本格的研究への展開】 
 本事業で得た優れた成果（従来材料よりも約 300℃低温において触媒活性を示すCeO2-ZrO2-Bi2O3複

合酸化物の開発に成功）を発展させ、あと一歩で製品化の段階まで進捗している。さらに、独立行政法

人 科学技術振興機構研究成果活用プラザ大阪、平成 16 年度実用化のための可能性試験課題に採択さ
れ、実験室レベルの基礎研究をさらに推進した結果、上述のように黒煙（パティキュレート）の燃焼温

度を低温化することに成功している。 
【④今後の事業化に向けた展開】 
 現状は、本事業で開発した触媒にさらに改良を加えており、これまでに開発した材料をさらに凌ぐよ

うな新しい複合酸化物が新たに得られている。この新材料について、ガソリン車（４輪）および２輪車

用排ガス浄化触媒に用いられる酸素貯蔵・放出材料、およびディーゼル車から排出される黒煙（パティ

キュレート）の低温燃焼触媒としての実用化を目指している。阿南化成株式会社の全面協力が得られる

ことから、事業化の可能性は十分あると見ている。 

【⑤地域的波及効果】（技術基盤強化等の効果、地域社会・経済発展への寄与） 
 政府の方針にもあるように、低温触媒処理を基本とする排ガス浄化システムの構築は、地域環境、さ

らには地球環境を考慮するうえで最も重要な技術の一つであり、大気汚染や酸性雨などの環境汚染抑止

に貢献できる。また、この材料分野は既に１年あたり 7000～8000トン出荷のマーケットとなっている
が、規制強化と共に日本・米国・欧州を中心に、さらに大規模なマーケットの拡大が予想される。 

 


